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来賓西山氏 

                         

                                 

多
摩
市
地
域
支
部
設
立
総
会 

 

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後

三
時
か
ら
「
京
王
ク
ラ
ブ
」（
多
摩
市
関
戸
二
丁

目
）
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
明
治
大
学
校
友

会
多
摩
市
地
域
支
部
設
立
総
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。 

 

司
会
進
行
は
藤
川
幹
事
長
。
最
初
に
、
明
治

大
学
の
Ｐ
Ｒ

ビ
デ
オ
を
十

分
程
度
鑑
賞

し
、
母
校
の

最
新
情
報
を

共
有
し
た
。 

 
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
岩
渕
義
郎
支
部
長
は
、

悲
願
で
あ
っ
た
多
摩
市
地
域
支
部
の
設
立
に
至

る
経
緯
や
喜
び
を
語
り
、
併
せ
て
、
今
後
の
活

動
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、

来
賓
と
し
て
、
明
治
大
学
校
友
会
多
摩
支
部
組

織
部
長
・
同
会
国
分
寺
地
域
支
部
長
の
西
山
強

様
よ
り
、
お

祝
い
の
言
葉

を
い
た
だ
い

た
。
多
摩
支

部
傘
下
で
十

八
番
目
と
な

る
多
摩
市
地
域
支
部
設
立
の
意
義
に
つ
い
て
お

話
が
あ
っ
た
。 

次
に
議
事
に
移
り
、
幹
事
長
よ
り
会
則
、
役

員
、
運
営
体
制
、
部
会
と
そ
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
矢
場
総
務
部
会
長
、
寺
島
企
画

部
会
長
よ
り
本
年
度
の
各
部
会
活
動
方
針
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
本
地
域
支
部
は
、
明

治
大
学
へ
の
賛
助
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流

及
び
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
て
お
り
、
両
部
会
の
活
動
は
、
そ
の
趣
旨

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
髙
山
副
幹
事
長

よ
り
本
年
度
予
算
の
説
明
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ

も
修
正
を
伴
う
よ
う
な
意
見
は
な
く
、
提
案
さ

れ
た
内
容
の
と
お
り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、中
山
副
支
部
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
、

和
や
か
に
設
立
総
会
は
終
了
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
大
学
時
代
の
思
い

出
や
本
地
域
支
部
へ
の
期
待
な
ど
に
話
の
花
が

咲
き
、
賑
や
か
な
う
ち
に
祝
宴
は
終
了
し
た
。 
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一
．
カ
ラ
オ
ケ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

「
紫
紺
の
会
」
毎
月
開
催 

 
 

の
ど
自
慢
の
方
も
苦
手
な
方
も
、
お
茶
、

ビ
ー
ル
で
喉
を
湿
ら
せ
て
「
カ
ラ
オ
ケ
」
を

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
、
親
睦
・
交
流
の
場

で
す
。 

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

・
日 

 

時
：
原
則 

毎
月
最
終
週
土
曜
日
、 

午
後
三
時
三
十
分
～
六
時
十
五
分 

・
場 

 

所
：
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

・
会 

 

費
：
五
百
円 

・
参
加
申
込
：
寺
島 

忠
昭 

電
話
番
号042-371-5084 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

（
携
帯
） 

s
u
p
e
rta

b
o
tc

h
a
@

d
o
c
o
m

o
.n

e
.jp

 

（
パ
ソ
コ
ン
）

ta
m

a
-h

ills-p
o
n
p
o
k
o
@

p
g
7
.so

-n
e
t.n

e
.jp

 

な
お
、
会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
日
時

が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
メ

ー
ル
等
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
．
今
後
の
事
業
計
画 

・
校
友
会
多
摩
支
部
総
会 

 

七
月
十
五
日 

立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

・
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会 

 

九
月
二
十
五
日
以
降
で
調
整
中 

・
六
大
学
野
球 

明
早
戦 

九
月 

明
治
神
宮
球
場 

・
ハ
イ
キ
ン
グ 

九
月 

高
尾
山 

・
明
大
校
友
会
全
国
大
会
（
大
分
大
会
） 

十
月
四
、
五
日 

大
分
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ 

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
（
大
学
主
催
） 

十
月 

・
サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
工
場
見
学 

十
月 

・
大
学
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦 

十
二
月 

国
立
競
技
場 

・
多
摩
市
地
域
支
部
新
年
会 

一
月 

京
王
ク
ラ
ブ 

 

観
桜
会
開
催 

設
立
総
会
前
の
三
月
三
十
日
（
土
）
十
一
時

に
十
五
人
の
会
員
が
都
立
桜
ヶ
丘
公
園
（
旧
多

摩
聖
蹟
記
念
館
）
に
集
合
し
ま
し
た
。 

今
年
は
満
開
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
桜
は

散
り
か
け
て
い
ま
し
た
が
、花
よ
り
団
子
の
我
々

は
、
雨
の
ぱ
ら
つ
く
生
憎
の
お
天
気
の
下
、
ビ

ー
ル
、
お
酒
、
お
つ
ま
み
を
持
ち
込
ん
で
、
お

花
見
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

  

            

 

 

 

                           

 

年
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

校
友
会
の
活
動
資
金
は
、
年
会
費
に
依
存
し

て
お
り
、緊
縮
財
政
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
新
規
会
員
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 つ

き
ま
し
て
は
、
会
員
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
で
年
会
費
（
三
千
円
）
が
未
納
で
し
た
ら
、

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

・
振
込
先 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

口
座
番
号00190-0-774332 

 

口
座
名
義 

明
治
大
学
校
友
会
多
摩
支
部 

多
摩
市
地
域
支
部 

紙
誌
「
紫
紺
」
の
送
付
は
、
年
会
費
納
入
者

を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。 

年
会
費
振
込
用
紙
は
、
年
二
回
（
六
月
、
一

月
）「
紫
紺
」
送
付
時
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

  

編
集
後
記 

 

『
浅
学
菲
才
を
痛
感 

 

創
刊
号
漸
く
完
成 

 

感
慨
無
量
』 

 

・｢

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

に
ご
投
稿
を
！ 

題
材
自
由
・
ご
自
慢
の
作
品
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

・
新
規
会
員
の
ご
紹
介
を
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
や
） 

平
成
二
十
五
年
度 

事
業
計
画 

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

自
慢
の
一
葉 

① 春の尾瀬（尾瀬ヶ原） 

撮影者 鶴田 勇雄氏 

② アカショウビン（十二湖） 

撮影者 矢場 岩男氏 


